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今こそ学ぼう！ 
「天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らず」。福澤諭吉が『学問のすすめ』の冒頭で述べている

ことばです。すべての人間の権利は平等だということです。さらに読み進めると、人間の権利は平等

であっても現実には人々の生活のあり方は異なり、その違いは「学ぶか学ばないか」によって生じる

と述べれています。医者は人の命を救うために膨大な知識を獲得するために学び、商売をする人は利

益を上げるために試行錯誤し、その行いが家を守り、社会を豊かにします。農業にたずさわる人であ

ればより収穫が上がるように学びを繰り返すということです。学びをするかしないかでそれぞれあり

方に差が生じると述べられています。書物から知識を学ぶだけでなく、日々の生活の中でも自分を高

めるために常に学び続けることが大事だということではないでしょうか。 

 今皆さんは前例のない経験をしています。とても不安で苦しい時間です。ですが、だからこそ私た

ち大人が経験したことのないこの高校生活における逆境を乗り越え、より素晴らしい社会をつくる原

動力になって欲しいと思います。今一度自分自身を見つめなおし、何でもいいので学んでください。 

 休校明けに、元気でより成長した姿が見れることを楽しみにしています。 

 

「現代語訳 学問のすすめ」より引用 

 

１年生、２年生へ 

・時間の使い方を学ぼう    ・・・一番大事です。趣味、学習の時間を増やすには早寝早起き。 

・社会・学校・家族での在り方を学ぼう・・・このような状況で自分はどうあるべきなのか。 

・進路について学ぼう     ・・・進学たよりやインターネットを活用し進路について学ぼう。 

・新聞、本を読もう      ・・・とにかくどんなジャンルでもかまいません。 

・メールの使い方を学ぼう   ・・・たまには一人になって自分自身や友人のことをじっくりと考   

える時間があってもいいのでは。 

 

３年生へ 

・時間の使い方を学ぼう    ・・・早寝早起きは基本です。日中１０時間学習できる生活のリズ  

ムを確立しよう。夏休みから本番までの学習習慣のならしで

す。 

・社会・学校・家族での在り方を学ぼう・・・このような状況で自分はどうあるべきなのか。 

・進路について学ぼう     ・・・進学たよりやインターネットを活用し進路について学ぼう。 

                  情報はいくらでも手に入ります。分野、学校、教育方針、費  

用、所在地などいろいろなアプローチをかけよう。また、志

望分野の知識理解を深め、志望理由を固めよう。 

・新聞、本を読み学ぼう    ・・・テレビニュース・新聞社説等に対して自分の意見を持とう。

休校明けの小論文指導がスムーズにいくように。 

・メールの使い方を学ぼう   ・・・たまには一人になって自分自身や友人のことをじっくりと考   

える時間があってもいいのでは。 

・学習方法を学ぼう      ・・・課題はこなすだけでなく、繰り返しやり、始めて定着しま

す。予習だけでなく、この状況を最大限利用しよう。 

→受験まであと９か月、例えば…単語帳１冊復習/既習の社理

の教科書を一回は読む/ビンテージ一冊復習/古文単語長一冊/

漢文極める/古文文法極めるなど をまず一回。 

 

                                    ＊テーマを決めて結果のわかりやすい学習を一つでも行うと

夏以降スムーズに受験勉強ができます。 がんばれ！！ 
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「主体性」と「協働性」 
 「主体性」と「協働性」は、社会にでる際に求められる力です。これからは今まで以上に上級学校

への進学の際にも求められ、評価の大きな要因になるようです。ただやる気を示し、自分だけががん

ばることではなく、また、ただ如才なく周囲とコミュニケーションがとれるということでもありませ

ん。もっと高いレベルの力です。直前になって騒ぎ、取り繕うことのできる力ではありません。高校

生活全体を通し磨かれるものです。 

 しかし、身につけるために特別な事を行う必要はありません。学校の中で、クラスの中で、部活動

の中で、家庭の中で日々磨かれる力です。自分がいる集団が何を目指しているのか、その中で自分は

何をすべきなのかを常に考えましょう。そして、責任をもってやり遂げましょう。 

掃除、係活動、学校行事、チーム内の役割、新商生として、家族の中で... 。 
 

                人に頼り頼られ、切磋琢磨しよう！！ 

 
        
          進路を考えるときに…… 
                 「やりたいこと」・「やれること」・「やるべきこと」を 
 
 
 皆さんは自分の「やりたいこと」を見つけなさいと、よく言われると思います。しかし、「やりたいこ

と」が見つからない人も、実際は多いと思います。 
 仕事をする上でベストなのは、「やりたいこと」・「やれること」・「やるべきこと」の３つが重なってい

ることです。しかし今、「やりたいことが」見つからなくても、自分の「やれること」と「やるべきこと」

を誠実に実行していくことが大切で、その実行の中で「やりたいこと」が見えてくるはずです。まずは

やってみること、そして、つきつめてやり続けることできっと成果が出てきます。 
 あなたにとって「やれること」・「やるべきこと」は何ですか。自分の頭で考え、判断して行動するこ

とが、今求められています。 
         ［あるスポーツ選手のインタビュー記事より引用しています］ 

●アプローチを変えてみよう 
 全国には、大学が 700 校以上あり、短期大学は 300 校以上あります。専門学校も加えるとさらに多く

なり、その中から自分に最も適したところを探すことは、並大抵のことではありません。 

 進学を目指す場合、自分は将来何になりたいか、そのためには学校で何を学ぶ必要があるか、（また大

学ならば、自分の志望分野ではどの大学のどの学部・学科が質的に充実しているか）などを研究する必

要があります。候補の学校をさらに比較検討し、入試科目・合格可能性などの条件を考え合わせて、志

望校を選定していかなければなりません。 
 そのためには、各教室に置いてある進学関係の本や、各大学等の学校案内・ホームページ、さらには

説明会やオープンキャンパスに参加して、以下の点などについて、よく調べてみることが大切です。ま

た、色々な人と話をすることで客観的に自分を見れることもありますよ。すぐに、担任や保護者と話を

しよう。 
①各学校の授業内容や特色 ②各学校の伝統・校風・特色など他と比べて誇るべきユニークな点 

③設備・研究所および学科・専攻の内容、取得資格など ④教授スタッフと研究分野  
⑤卒業生の就職状況 

＊上記以外にも、「県内外どっち」、「学費は」、「奨学金制度は」などもとても重要な要素です！！ 




